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主であるブナの分布変遷が及ぼす影響を究明した。mtDNAとゲノムワイドな SNPsに基づく分子系

統解析および集団遺伝構造解析の結果、ヒメオオクワガタは北海道、本州全域および四国の集団

から構成されるクレード Iと九州の集団のみから構成されるクレード IIに大きく分化した。さら

に両クレードにおいて、日本海側の集団と太平洋側の集団間において遺伝的分化が認められ、ブ

ナの地理的な遺伝的分化と合致した。また、ヒメオオクワガタの地理的な遺伝的変異は、中部地

方以南の西南日本では遺伝的多様性が高い一方で、中部地方以北の東北日本では遺伝的多様性が

低く、ブナの地理的な遺伝的変異と合致した。加えて、ブナとヒメオオクワガタの生息適地推定

の結果から、両者の分布域は最終氷期最寒冷期には北緯 40 度以南に後退するとともに、本州地域

では日本海側と太平洋側の沿岸部へと分布が分断された。また、東北日本と比較して九州を中心

とした西南日本では歴史的にブナが安定して分布していた。このことから、ヒメオオクワガタは

寄主であるブナの分布変遷にともなって分布域を変動させてきたことが明らかになった。以上の

結果から、西南日本ではヒメオオクワガタの集団が長期間にわたって安定維持されてきたため高

い遺伝的多様性を示す。一方で、東北日本では最終氷期最寒冷期の北限のレフュジアに由来する

集団が、その後の間氷期に急速に北方へと分布拡大し、それによる創始者効果の影響で遺伝的多

様性が低いことが示唆された。加えて、氷期におけるブナの日本海側と太平洋側への分断分布は、

ヒメオオクワガタにおいても日本海側と太平洋側の集団間の遺伝子を制限したと思われる。また、

ヒメオオクワガタ集団間の歴史的なブナ林の接続性は、集団間の遺伝子流動との相関関係が認め

られた。これらの結果からヒメオオクワガタは寄主であるブナと同じような分布変遷を辿ってき

た結果、両者の遺伝構造が合致したと考えられる。 


